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授業プラン「これぞ管楽器だ」の紹介と実践報告

山中 文
(高知大学非常勤講師)

谷安宏
(高知大学4回生)

筆者らは， i教育内容を中心とした授業」を軸に，音楽科の授業構成の検討を続けている。今

回，そのひとつとして楽器をとりあげ，中で、も管楽器を扱ったプランを作成した。本小論はそ

の授業プラン「これぞ管楽器だJ(中学1年生対象〉の実践報告である。執筆にあたっては1，

III， IV-1， 2， 3， Vを山中が， U， IV-4， 5， 6を三谷が担当した。

管楽器を取り上げた理由は，以下の二点に集約できる。

ひとつには，教育内容に「管楽器」を設定した場合，その教材が非常に豊かに存在していた

からである。

教育内容が設定されてもそれに即した教材や教具がなければ，その授業過程の構成は，断念

せざるを得ない。

「管楽器」の場合，まず，繁下和雄による「音と楽器をつくる.1(大月書庖)， r楽器のおはな
し.1(音楽之友社〉が参考になる。この中で紹介されている管楽器等の手づくり楽器がまず作っ

てみるだけで面白いということは，八木正ーがすでに述べている通りである九

ところで，これまでにも手づくり楽器に関する本はあった。繁下のそれの特徴は，手づくり

楽器の紹介に加えて，楽器の発音原理，発振と音程の関わりなどをわかりやすく説明している

ことである。また， r楽器のおはなし』の方では，クラリネットやフルートといった近代の管楽
器について語りながら，それらと同じ原理をもっ手づくり楽器を作る項を設定している。これ

らの内容は，手づくり楽器が，工作としての面白さと音をつくる面白さを兼ね備えながら，近

代楽器に対する親近感をも覚えさせられる教材となり得ることを予想させるヘ

加えて，今回は，南米の管楽器であるサンポーニャやケーナ，そしてケーナの演奏による現

地録音の「コンドルは飛ぶ」のカセットテープ等を入手することができた。また，高知新聞(1986

年 10月25日付夕刊〉により，佐々木硝子というガラスメーカーがクリスタルアルペンホルン

を作っていることを知った。これらは，繁下によるアキカンやボール紙で、作る手づ、くり管楽器

の原理が民族楽器につながっていることを確認する教材として，適切であろう。

また，大学の吹奏楽団等，身近に管楽器の演奏者は多い。たとえば，三谷は，サキソフォー

ンを吹く。とすれば，サキソフォーン等，管楽器の生演奏を聴かせることが可能である。

このように，教育内容に即した教材の選択・開発が困難で、ある音楽科において， i管楽器」に

関する教材は，比較的容易に入手できる。そこで，それらをとりまとめてプランとしたという

のが，第一の理由である。

もうひとつは，器楽の鑑賞教育に「人間」を登場させたいと考えたからである。
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鑑賞教育において，作曲者以外の人聞にスポットを当てることは少ない。が，演奏は，人聞

が人間の作った道具を用いてなす行為である。演奏している楽器は自分たちの手づくりの楽器

と同じ原理を持ち，それがさらに工夫されていった延長線上に存在するのだとしづ理解は，鑑

賞のアプローチのひとつの手段となるのではないだろうか。

また，関連して，それらの楽器を道具として駆使している人聞にも注目させたい。彼らとて

突如として，燕尾服を着て近代楽器を操れるわけではない。晴れの舞台の裏側に， 日常の練習

生活，リハーサル，打ち合わせ，舞台造り等，演奏づくりの過程が存在している。意外に知られて

いないこの部分に触れることは，鑑賞をより身近なものに感じさせよう。それには，たとえば，

ある楽団の，楽器紹介・楽団員の練習風景・演奏会当日の舞台づくり・リハーサノレ・楽屋状況・

演奏会本番までを録画・編集したビデオ教材などが有効ではなかろうか。今回のプラン実践中

には高知大学吹奏楽団の定期演奏会が行われたので，それを利用させていただき， ビデオ教材

としTこ。

II 

管楽器の機構について，簡単に触れると次のようになる。

空気中である物体が一定以上振動すると，その振動は物体の周囲の空気を通して，われわれ

の耳に音として伝わる。楽器は，その物体，つまり発振体の振動を，効率よく空中に放出さぜ

るように工夫されている3)ものである。管楽器の場合，その発振体にあたるものが，管内の空気

である。つまり，発振体は，気柱そのものである。これが，管楽器が気鳴楽器といわれるゆえ

んである。この気柱を発振させる方法としては，以下の三種類がある。

(1) エッジに息を当てて空気の渦(エア・リード〕をつくり，気柱を発振させる。

歌口から吹き込まれた空気は，その先にあるエッジにあたり，一部は管内に流れ込み，エア・

リードを形成する(図1)。この時，管内の空気に与えられた波動は，管内を伝わり，歌口から

最も近い開孔に達する。孔の外へ放出された波動は音として発生するのであるが，この開孔部

において波動の一部は反射し，再び歌口へ向かつて進む(図2)。そして，下向きになっている

エア・リードを管内から押し上げる(図3)。しかし，この波動が過ぎ去ると，エア・リードの

方向は元に戻り，次の波動を管内に送り込む(図 4)。以上の繰り返しで，エア・リードは歌口

のエッジを中心に上下に振動し，連続的な音を発生させる。この原理を利用する楽器としては，

リコーダー，フルート，尺八などがあげられる九
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(2) くちびるを歌口に当てて， くちびるの振動により気柱を発振させる。

くちびるを歌口におしつけ，患を吹き込む。すると， くちびるは息の圧力によって歌口内に

押し広げられる(図的。管内の空気には，吹き込まれた息を押し戻そうとする慣性の力が生じ

る。くちびるは，その慣性の力とくちびる自体の弾力性によって，元に戻る(図的。恵、は歌口

内に連続的に吹き込まれるので，以上の運動が繰り返されることになる。その結果くちびるが

振動し，気柱を発振させ，音を発生させる。この原理を利用する楽器としては，アルペンホル

ン， トランベット， トロンボーンなどがあげられる。

図5
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(3) リードに息を吹き当てて振動させ，気柱を発振させる。
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歌口をくわえて息を吹き込む。すると， リードは息の圧力によって閉じられ，歌口と密着す

る(図7)。管内の空気には，吹き込まれた息を押し戻そうとする慣性の力が生じる。リードは，

その慣性の力とリード自体の弾力性によって元に戻る(図的。息は歌口内に連続的に吹き込ま

れるので，以上のリードの運動が繰り返される。その結果リードが振動し，気柱を発振させ，

音を発生させる。この原理を利用する楽器としては，ダブルリードの楽器でオーボエ，ファゴッ

ト，シングルリードの楽器でクラリネット，サキソフォーンなどがあげられる。

図7
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また，管楽器において音程変化を得る方法としては，次の二種類がある。ひとつは，気柱の

長さを変えずに倍音を発生させ，音程変化を得る方法である。もうひとつは，気柱の長さその

ものを変えて音程変化を得る方法である。ナチュラルホノレンやファンファーレトランベットな

ど古代の楽器を除き，近代楽器においては，上記の二種類の方法を併用している。なぜならば

倍音操作のみでは，その倍音聞の音が得られなし、からである。

以下に，この二種類の方法について，説明を加える。

① 気柱の長さを変えずに倍音を発生させ，音程変化を得る方法。

エッジによって気柱を発振させる楽器では，エッジにあてる息の角度や量を変える。また，

リコーダーでは裏の穴をサミングさせる。リード楽器においては，レジスターキーを操作する。

金管楽器においては， くちびるの締め具合を変化させる。

このような方法で倍音を得る。

② 気柱の長さそのものを変えて，音程変化を得る方法。

木管楽器の場合，キーホールを開閉する。金管楽器の場合，管長全体を変化させる。その変

化の方法としては，スライドによるものと，バルフ。によるものがある。以下に，その機構を表
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『楽器のおはなしJ(繁下和雄/音楽之友社)p.77より転載

上記から，管楽器を授業の中心に設定した場合，その基本的な知識としては次のことを理解

させることができればよいであろう。一体， どうして管が鳴るのか，ますこ音の高さはどのよう

にして変えているのか。まずこ，気柱の発振のさせ方には，上記の三種類があることにも目を向

けさせたい。

田

IIを踏まえて，次のように授業の展開形式を決定した。

① 管楽器の発音原理一一授業タイトル「おいしい授業」

管楽器は気柱が振動体になっていること，音の高低が気柱の長さで決まることなどを，プ

リントの問題や簡単な実験を通して理解する。また，管楽器の発音原理をもつもののひとつ

として，エア・リードの発振によるアキカンフルートを作る。

[主な活動]

・カンジュースを飲む(のちに，アキカンフルートの材料となる)0

.プリントの問題を解く。

・ジュース瓶実験0

.アキカンフルートをつくる。

② エア・リードによる管楽器の機構一一授業タイトル「アキカンフルート団演奏」

音高変化が気柱の長さによって生じることを，アキカンフノレートを用いて理解する。また
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エア・リードによる管楽器の機構を「なるほど話」で確認する。エア・リードの民族楽器や

近代楽器の実物に触れる。

[主な活動]

・ドレミファソラシドの各音の担当を決め，各担当ごとにアキカンフルートに水を入れてそ

れぞれの音高をつくる。

・アキカンフルート団(生徒全員〉による「部分ドレミのうた」を演奏する。

・「アキカンフルートのおばけj(アキカンパンフルート〉による「部分ドレミのうた」を

聴く。

・エッジに息をぶつける(エア・リード〉方法でならす管楽器の話を読む0

・サンポーニャ(パンフルート)，ケーナ，フルートの紹介。

・ケーナによる「コンドルは飛ぶ」鑑賞。

③ くちびるの発振による管楽器の機構 その I一一ー授業タイトル「アルペンホノレンをつくるJ

くちびるの発振による管楽器の機構を持つものとして，アルペンホルンをつくる。その過

程で，気柱の長さだけでなく，発振部の操作によっても，るる程度音程が変化することに気

づかせる。

[主な活動]

・アノレベンホルンの音色を聴く。

・ボーfレ紙，ボンド等でアルペンホルンをつくる。

・っくりながら，見本や未完成のアルペンホルンを各自吹いてみる。

④ くちびるの発振による管楽器の機構 その 2一一授業タイトルrTH1S1S TROMBONEj 

他の同原理の手づくり楽器(ホーストランベット〉を紹介する。また，この種の管楽器の

機構を「なるほど話」で確認する。そして，音程操作が気柱の長さと発振部で行われること

が分かりやすい近代楽器(トロンボーン〉を用いて，その奏法や演奏をピデオでとり扱う。

[主な活動]

・アルペンホルン鑑定。

・ホーストランペット紹介。

・くちびるの発振による管楽器の話を読む。

・自作ビデオ rTHIS1S TROMBONEj鑑賞。

⑤ リードによる管楽器の機構一一授業タイトノレ rrLOVE WOODW1NDSJ 

リードの発振を，ストロー笛を通して理解する。また，この種の管楽器の機構を「なるほ

ど話」で確認する。そして，この種の近代楽器の音色や演奏を聴く。

[主な活動]

・「赤とんぼオーボェJ(ストロー笛〉プレゼント，全員で吹く。

.ストローオーボェ紹介。

・リード楽器の話を読む。

・サキソフォーン生演奏鑑賞。

⑥ まとめ一一授業タイトル「ピデオ『吹奏楽編』鑑賞」

以上で紹介したような管楽器は，演奏者により，どのような過程を経て演奏されるに至る

か，一例を知る。また，その演奏を鑑賞する。

[主な活動]
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-自作ビデオ『吹奏楽編』鑑賞。

IV 

本プランは， 1986 年 10~12 月にかけて，高知大学附属中学校 1 年生に，山中が実施した。

以下に，使用したプリントと授業展開及びコメントを記す。

一一第1時限 「おいい、授業j5)一一

[授業展開]

まず，次のように話す。「これから，管楽器の組み物の授業をします。きょうは，まず第1話

です。第1話の授業タイトノレは， ~おいしい授業』です。『おいし\"j というからには，何かお

いしいものが出てこないといけませんね。今回は，特別に，先生のポケットマネーでみんなに

おどることにしました。管楽器に関係があって，しかもポケットマネーで買える範囲のもので

しょう。何でしょう…。では，出します」。

そして，おもむろに，事前に用意しておいたカンジュースを出し，配る。さらに，次のよう

に話す。「ひとまず，飲みましょう。ひとこと注意。アキカンの蓋は，飲み終わったカンの中に

入れてはいけません。あとでそのカンを使うからです。ビニール袋を回しますので，その中に

入れましょう。では，乾杯!!J

クラス全員が乾杯をする。その後，教師は，以下のプリントの 6枚をまとめて裏側にして配

る。配り終えたら，プリントを表側にし，ジュースを飲みながら，プリントを進めてL、く。問

題1と問題2のあとでは，次のような簡単な実験を行う。

問題1 まず， ビンの振動が音として聞こえていると想定して， ピンに布を巻き付けて振動

を止めて吹く。そして，音が聞こえなくなるかどうか確認する。次に， ビン中の空

気の振動が音として聞こえると想定して，水をビンの口まで入れ， ピン中の空気を

なくす。吹いて確認する。さらに，もし答えが3だと仮定すれば，片方の振動を止

めれば音が変化するはずである。そこでもう一度，布を巻き付けて吹き，確認する。

答えは2。

問題2 空のピンと色水を入れたビンとを吹き比べてみる。答えは1。

6枚目まで進んだあとは，アキカンフノレートづくりに取りかかる。

[コメント]

今回は，アキカンフルートの材料に195g入りのカンジュースを使用したが，可能であれば，

『楽器のおはなし』にあるように250g入りのカンを用いるとよL、。その方が幾分高い音を出し

やすい。また，生徒各自がアキカンを持ってくるようにしてもよい。

アキカンフルートの作り方は，プリント 6を参照されたい。なお，ストローは，一番よく音

が出る位置にしっかりと固定しておかないと，水を入れた際に音が出にくい。その点で，固定

には『楽器のおはなし』によるガムテープよりセロテープを用いる方が，重ね貼りができて便

利である。

アキカンフノレートは，休み時間になってもほとんどの生徒が吹きやめないほど，好評である。

第1時の実施に当たって準備しておくものは，次の通りである。

・プリント 1~6

.250 g入りカンジュース 生徒と授業者の人数分(生徒持参の場合は不用〉
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• 6~7 cmの長さに切ったストロー各自 2本の人数分

.固定用セロテープ

・アキカンの蓋の回収用ビニール袋
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一一第2時限 「アキカンフルート団演奏l一一

[授業展開]

プリント 7を配る。

N.・一臣ー 1'18'ι'1' 10月 148

-liis.， 唱者惑 a 紘本 l~ わ帆'(;:-1>'<71. イ司，3;と胡Jh.，

奄1f ~I;!; イ'1'.， 'z品&'"も.\'・-~L:'哨て。{きLI'I-.，

イ乍?'2dtょう・ 乏ヲイ司でイ午孟出古、、て。 ぁ、<h.じ'-¥'..

少な、、ォ'~'r，γトマネーl';'<1: t三、‘た 山中喪主的 3守ご・3
由，s>，，'Z."1'Tt.ιじ持。〈札い4争時，;;広・乙ヅ笠，"-

問..C:峠ること t:~7.. ヒリ広三.，'・下，:.-t，;;，.，ヒ

トラ司港E 見it~於いてやる哨、q

1列目の生徒はレ， 2列目はミというように，教室の各列ごとにレ， ミ，ファ，ソ，ラ，シ，

ドの各音の担当を決める。ドは水を入れない状態の音の高さ(250g入りのカンであれば大体ド

音になる)とし，授業者の担当音とする。各列ごとに，担当した音になるように水を入れる。

プリント 8を配る。

「部分ドレミのうたJ(プリント 8参照)を演奏する。演奏は，各列とも，自分達の担当してい

る音が出てくるところでアキカンフルートを吹く，という方法で行う。

プリント 9，10を配る。

プリント 9を読む。そして， ド~ドに水量を調節した8本のアキカンフルートをくっつけた

「アキカンフルートのおばけ」剖(コメント参照〉を紹介する。「部分ドレミのうた」を吹いて聴

かせる。また，パンフルートの例として，南米の民族楽器サンポーニャを紹介する。

プリント 10の説明を，フルートやケーナを見せたり，吹いてきかせながら行う。ここでは，

息を管のエッジに吹きつけて音を出す管楽器の仲間に，このようなものがあるのだというくら

いの説明でよいだろう。

最後に，ケーナの演奏による「コンドルは飛ぶ」の演奏を鑑賞する。

[コメント]

水で音の高さを決定する際には，笛などに合わせて，自分の耳で音程を判断するのが望まし

い。が，今回は，あらかじめメジャーカップを用意した。この方法は，音が高くなるにつれて

水の量が増えているということが分かりやすし、。次のように行う。
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まず，透明のカップを下のように用意する。カップには，それぞれの音高に対応する水の量

を示す印をつけておく。そして，各音の担当者は，あらかじめそのカップの印のところまで水

を入れ，その後，アキカンフルートの方へその水を移し入れる。

~û 日日目川口
目安約480c約104cc約115cc約140cc約176cc約195cc約202cc

「アキカンフルートのおばけ」は，右の写真

のようにアキカンフルートを横に8本並べ

てセロテーブで宙定したものである。左から

順にド~ドを置く。

サンポーニャ等の楽器が無い場合は，入手

し得る向類の他の楽器に代替すればよい。鑑

賞の曲目も同様である。

なお，第2時限は活動が多いため，前半の

水入れの作業は手際の良さを必要とする。

第2時限で準備するものは以下の通り。

・プリント 7~lO

・水を入れたヤカン 列の数分(音程をつけるための水である。水道が近い場合不用〉

「アキカンフルートのおばけJ

・ケーナ，フルート，サンポーニャ等(代替可〉の楽器

・ケーナ演奏テープ(代替可〉およびカセットテープレコーダー

N。守一 198{， 停 10H 之/日

あラd、ん71しート(<J;イ下札7ミ1j'(])7 

スト 0- 仇 71; ちひ℃つで，去合、広〈忠 t~;;1 
ゐJ，1i!j，，;'，品t，，"， T己リ可品じゃう:昔v串在ヒこ3ló' (，1，ツl!l~l ， S.

事e.ld..) V-スや骨んめるう(J:ッジ)1=う皐〈兎を
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ヤヰ§当白人ヒ台、l-干空当 m 人ヒ令、骨ヰglて
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JZきち'1.-71l-~[3Ja，t_'音伸ドL~のうた勾

議誌ーナ-1 と亡工コ二二土立こ土ふ
+ 二 v 一一一←百一一~

向。一一一吋…-"...，-/一 一 一.， I 円

ヰサ叶+ムムー一日ー「マ本手間ヰ師三=戸

τι:白 →一一一
寸ιJ 手 十て一一三戸ヰ廿
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一一第3-7時限 「アルペンホルンをつくるj-

[授業展開]

体操服等，汚れても構わない服装に着替えさせておく。可能ならば，この時聞は技術室で行な

った方がよL、。

プリント 11を配った後，次の言葉を録音したテープを聞かせる。「管楽器はその背，合図や

信号を送ったり，宗教的な儀式に用いたりするために必要な道具で、した。最初の頃の管楽器は

動物の角やホラ貝だったようです。これらに口を当てて吹いていました。時には，枯れ木を使っ

てメガフォンのような物を作って吹いたりもしました。こうすると，信号として，音を遠くま

でよく伝えることができるのです。こうしたことから次第に，くちびるを直接楽器に押しあてて

吹く管楽器が工夫されてきました。第2部では，第1部の管楽器に替わってこのくちびるを直接

当てて吹く管楽器をのぞいてみましょう。さて早速ですが，次の音をお聞き下さい。やはり何

かの合図をするために生まれ，今でもある地方で吹かれている楽器です。何という楽器でしょ

う。J続けて，同じく録音しておいたアルペンホルンの音色を聴かせる九

生徒が口々に答える聞をおいて楽器名を発表，若干の説明をする。説明は，この楽器が，ア

ルプス地方の牧人が羊の群れを呼び集める際等に用いられること，木を縦割りにして中をくり

ぬいた物を二つ合わせ，木の皮で巻いて作られること等B)。本のさし絵などを見せながら行うへ

その後，このアルペンホルンを作ることを述べ，見本のアルペンホルンを見せ，それがボー

ノレ紙やボンド，麻紐等でできていることを述べる。

「アルペンホルンの作り方」プリントを読む。生徒を二分し， 2本のアルペンホルンを作る。
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[コメ γト]

最初に吹き込んだ声を聞かせたのは，今回の授業者である山中が，高くて裏声に近い声の持

ち主であったからである。日によって，授業の始めに教室が騒がしいことがある。そのような

状況では中々声が通らず，出端をくじかれることになる。が，第3時の授業の始まりでは，何

とか状況に左右されずに，上記のような話に注目させたい。そこで，なるべくゆっくりと低め

に自分の声を吹き込み，開始着席後，無言でテープをスタートさせた。これは，声の持ち主に

よっては，必要が無い。が，注目させるには有効である。

アルペンホルンを作る際は，クラスの各班を利用するとよい。たとえば1クラス 2本にする

ならば， 1.2・3班と， 4・5・6班のような2グループを作る。そして， 1グループの中で，あ

る班は線引き(作り方プリントA一①1)，ある班は紙切り (Aー②)，残りの班はマウスピース

作り (B一①~④〉と分担して始める。その後は， 1グループ内で協同して作る。アルペンホ/レ

ン作りは，ボンドがつくとブツブツL、し、ながらも，結構夢中になる。ただ，麻紐を巻く段階が

大変である。なかなか最後まで巻けない。対策としては，紙を巻き付けていく頃から，並行し

てマウスピース側で紐巻きを始める，紐巻きのみになった段階では，紐をホルン胴体に巻きつ

けるのではなく，数人で胴体の方をぐるぐる回すなどがある。が，それにしても紐巻きのため

に授業時間数が多くかかる。また，その段階では，作業にあぶれる生徒も出てくる。 1グラスで

はあぶれた生徒がうまくかけ声の応援人員として活躍したが，もう一方のクラスは， うまくい

かなかった。麻紐を巻くのは，繁下によれば耐久性のため10)であるから，場合によっては，省

略してもよいだろう。色を塗って仕上げる方法もある。

第3時限で用意するものは次の通りである。

・プリント 11，rアルペンホルンの作り方」プリント
・生徒への事前連絡(体操服，紙切り班

はハサミ，線引き班は長い定規〉

・録音テープ(授業冒頭のセリフ・アル

ペンホノレンの音色を録音)，テーフ‘レコー

ダー

・ア/レベンホルンの材料(下の材料は，

1本分)

工作用厚紙 25~30 枚。木工用ボンド 3

kg缶2缶。塩ビ管の段ちがし、ジョイン

ト(内径22ミリと内径18ミリ)。塩ビ

管〔内径16ミリ〉少々，塩ピ管〈内径

13ミリ〉を約15cm，棒ヤスリ，紙ヤス

リ，鋸。麻紐6巻き，新聞紙数枚(ボ

ンドづけの際の下敷用〉

4~7 時限(アルペンホルン完成まで〉は，

ボンド付けの際の新聞紙のみ。
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大アルペンホルンの作り方支

これから、アルベンホルンを、水道管(庖ピ管)と、ポール紙と、ポンドと麻ひもで作ります。
紙で作芯にしては、Ji'iくほぼ、高らかでL、L、音がします。お昼のお弁当の合図なんかにしては
L φ叫:合すか?
2本できあがる予定です。どちらのアルベンホルンが、か勺こよく鳴るかしらん…

①ボール紙を横長に偉く。
ポール紙4.5枚に10叩幅で、 4枚に6四幅で横線をひく。
さらにポール紙l枚に3佃幅で、 0.5枚に1叩帽で横線をひく。

②①を線に沿って切る。
〔切りとって出来た紙の帯を巻いていって、アルベンホルンの胴
体にするわけだ。)

~ゴ
③あらかじめ、紙の帯に巻きぐせをつけて債〈。
ポイント:幅の2/3ほどが重なりあうようにしながら、斜めに巻
いていくこと。

ε~ 
か~""@巻きぐせをつけた紙帯の内側にポンドをつける。

(まず、 10佃から。次に、 6→3→1四の順で。)

ここまでの注意

③綾着剤がかわいたら、 16皿パイプがジ aイント
からはみ出ている部分を切り落とす。これが、
吹くところになる。

@さしこんだ16阻パイプの内側をきれいに丸くす
る。まず、体ヤスりで斜めに削り、さらに紙ヤ
スI}でみがし、て仕土げる。
教訓:これをおこたると、吹いた時、口ぴる

むこ[:>:./:.'1¥. ...，. vJ>/3) 
・ポンドつけ作業に懐石ころには、マウス・ピースを完成させておくこと。
・一度に全部の紙帯にポ y ドをつけてしまわない。 1枚つけたら‘ Cの⑤に移る。
そうして、 I枚ポンドをつけるごとに、巻きつけていくようにするn

|Cマウス・ピースにラッ州分をつける | 
⑤できたマウス・ピースの絡をシンにして、 A@のボンドっき10聞紙帯を次々と巻きつけてL、く。
ポイント:2/3が先の侍と重なるようにすることを忘れなし、

次の帯に移る時はi1;の侍の頭を、先の帯の巻き終わりから5叩ほど奥に差し込むとよL、。

dTゅ口町南町
⑥ O叩紙帯がなくなったら、 6四紙千打・を巻き付けてL、く 9

⑦全体の長さが2m-2.5mにな勺たら、ラァパの先がカープするようにくる。
〔カーブの内側の電なりを争く、外側は少なくなるようにして、斜め巻き)

E高五と2み九
『唱..r..J.1T可、L 、、仕参{.

、叫.lJ.ì干~lレι

“4ふ也乙.V;<

③カープの角度が30度くらいにな司たら、ラッパの広がりが急になるように3四の紙僚を巻く。
さらに1四の紙帯を巻いて仕tげる。巻き終わりをガムテープでとめ、ポンドが乾fのを待つ。

モ湘m\\~\r ty..4すーヲ・

③紙の七に麻ひもをすきまなく巻いて さらιこそのtからポンドを貫性る。
(好みで、色を喰ったり、模様をつけても可)
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一一第8時限 rTHIS IS TROMBONEj-

[授業展開]

まずはじめに「アルペンホルンを鑑定する」と称して，完成した2本のアルペンホルンを授

業者が吹き比べる。その方法は， リップスラーで倍音操作をしたり，音に強弱をつける等。も

し授業者自身にリップスラ一等の操作が不可能な場合，適当な金管楽器奏者に援助を求める。

そして，形や音量，鳴らしやすさ等について，コメントをする。

次に，プリント 12を読む。

続いて，アルペンホルンと同様くちびるを振動させて鳴らす手づくり楽器，ホーストランペッ

トを紹介する。実際に音を出し， リップスラーで倍音操作を行う。さらに，ベノレ側を持って頭

上で回す。こうすると，ベルの中の空気と回りの空気との聞に気圧の差が生じて音程が変化し

て面白い(授業では説明は行わず， rこうやって遊ぶと面白いよ」と話すにとどめた〉。
最後に自作ビデオ rTHI818 TROMBONEjの鑑賞。

[コメント]

ホーストラソベットは，生徒の興味を惹いていた。授業後も，ホーストランベットを吹いて

遊ぶ生徒が見られた(ホーストランベットについては，プリント 12右参照〉。

またここでは， くちびるの振動による管楽器として， トロンボーンを取り上げた。その理由

は，管楽器の管の長さによる音程操作をトロンボーンが視覚的に最もよく表しているからであ

る。ここでは，自作ビデオを鑑賞したが，授業者自身にある程度の演奏能力があれば，実際に

吹いて解説する方がよい。今回鑑賞した自作ビデオの内容は，次の通りである。

タイトル:rTHI8 18 TROMBONEj 

タイトノレノミック ー{

ミュージ?ク:クラーク{乍曲「トフノベット・ヴォランタリーj(CD/F30L-50154) 

出 演 者:演 奏……高知大学教育学部附属中学校吹奏楽部部員

解 説…・・・吉田孝(高知大学教育学部音楽科教育担当教官〉

インタビュー……山中文

撮 影:三谷安宏

上映時間:20分間

前半は，まず，山中が高知大学教育学部附属中学校の吹奏部を訪ねる。そして， ト

ロンボーン担当の生徒に，吹き方， リップスラ一等の操作についてインタビューし，

実際に奏してもらう。さらに，生徒によるトロンボーン四重奏を加える。

後半は， トロンボーンの奏法を，まとめて解説した(解説は吉田)。

このビデオは，労力の割りに不評であった。その原因には，インタビューの仕方がまずい(あ

まりに知らないふりをして聞いているため，くさし、(生徒評〉演技が目立つ)。編集が間延びし

ている，後半，風の音が入っているのに処理されていない， くどいなどがあげられる。

第8時限で用意するものは，次の通りである0

・プリント 12

-ホーストランベット

・自作ビデオ rTH1818 TROMBONEj (授業者の演奏に代替可〉
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一一ー第9時限 fl LOVE WOODWINDS 1一一ー
[授業展開]

まず，プリント 13，14を読む。

ホーストランベット

ホ

ス
の
長
さ
』主

l.5m 

あらかじめ用意しておいたマウスピースとリードを提示する。そして，それらの材質や役割

等について説明する。説明は， リードが葦でできていること，音の発生にリードの振動が関与

していることなど。また， リードは小さくて後ろの席の生徒に見えにくいので，ー列に一枚く

らい用意し，回すようにするとよい。

次に， r赤んぽオーボエJ(ストロー笛〉を各生徒にプレゼントする。鳴らし方や，作り方に
ついて説明し，その後全員で吹く(鳴らし方・作り方はコメント参照〉。

続いて，ストローオーボェのチャノレメラ演奏に移る(作り方はコメント参照)。

最後に， リード楽器(今回はサキソフォーン〉の生演奏を鑑賞させる。

[コメント]

生徒にとって， r赤んぼオーボエ」はとても興味深いものであったらしく，夢中で吹く。また，
ストローオーボエのチャ Jレメラ演奏では，授業者の音程が大きくはずれた演奏が，予想外に生

徒たちを喜ばせていた。

今回のサキソフォーンの曲目は， rさとうきび畑J(寺島尚彦作詩・作曲)である。とりあげ
た理由は， この曲が，生徒が校内の合唱コンクーノレで、歌って優勝したといういわくつきの曲で

あったためである。そのためもあってか演奏に聴き入っていた。授業者自身が演奏できない場

合は，木管楽器奏者に前もって頼んでおく。今回は，三谷が演奏を担当した。なお曲目は，も

ちろん変更可能である。生徒に身近な曲を選べばよいであろう。
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授業で用いたストロー笛の作り方等については，以下の通りである。

(I)f赤んぼオーボエ」の作り方・鳴らし方

1.太目のストローを約10cmに切る。

2..切ったストローの先を軽くつぶし，三角に切る。

3.三角に切った方を，暁まないで口にくわえ，吹く。

4. くちびるの押さえ方が強すぎても弱すぎても鳴ら

ないので，自分で押さえ方を調節する。

(2)fストローオーボエ」の作り方

1.約20cmのストローオーボェを作る。

2.下図のように，線香で、三つの穴を聞ける。

3.厚紙で、作ったベルを取り付ける。

。ストローオーボエ

U ァτ~~寸
第9時限で用意するものは，次の通りである。

・プリント 13，14 

・クラリネット等のリード楽器のマウスピースおよびリード

• f赤んぼオーボエJ(ストロー笛〉生徒と授業者人数分
-ストローオーボェ

No.~主ー No.---.!L Iq l?6 隼/~ R /8' a 
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一一第10時限 「ピデト『吹奏楽繍j鑑賞i一一暢

[授業展開]

プリント 15を読む。

次に， 1クリスタルアルペンホルンjの写真を見せる(写真については， コメント参照〉。

最後に， ビデオ f吹奏楽編jを鑑賞する。(内容についてはコメント参照〉。

[コメント]

プリント 15の絵は，クリスタノレアルペンホノレン製造の様子を表したものである。高知新聞(1986

年 10月25日付夕刊〕より転載したものである。

クリスタノレアルペンホルンの写真は，授業者が，ガラスメーカー佐々木硝子(東京・横川工

場〉のギャラリーを訪ねた際，メーカーの好意により撮影させていただいたものである。写真

の一部を以下に掲載する。

今回上映したビデオの内容は，次の通りである。

タ イ ト ル:1これぞ管楽器だ『吹奏楽編JJ
タイトノレノミック

出

撮

し:へンテ、ノレ作曲「王宮の花火の音楽」より序曲 CCD/F30L-50154)
ュ…シッグ

演 者:演 奏・・・・・・高知大学吹奏楽団

インタビュー…山中文，堪見一恵

影:三谷安宏，鶴野孝一(高知大学写真部〉

上映時間:30分

ビデオ内演奏曲目:C.タイケ作曲11日友J/B.マツコイ作曲「アフリカン・シンフォニ-J

A.リード作曲「エル・カミ…ノ・レアノレJ

まず，山中がインタピュアーとなって，高知大学吹奏楽団を訪れる。練習前の楽器

準備などの様子が流れる。インタピュアーが山中から塩見に交代する。各楽器の練習

場所に行き，それぞれの楽器担当者にその担当楽器について尋ね，音色を聴く。

次に，個人練習・パート練習@全体合奏の様子が流れる。

さらに， コンサート当日の楽器搬入・舞台・照明準備@リハーサノレ・楽屋裏などの
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様子を紹介する。

最後に，本番の演奏(上記の 3曲〉が流される。

こちらのビデオの方は，なかなか評判がよい。まずビデオ編集が前より格段にうまくなって

いる(場面の展開が小気味よL、)， くさい演技が少ない， 日ごろ見慣れない吹奏楽団や演奏会の

様子が入っている等の評価を受けた。

ビデオ教材においては， コンテづくり，アフレコ等のビデオ編集技術が，生徒の興味を惹き

つけるかどうかに大きく関わってくる。これら技術面に関しては，筆者らにとって今後の課題

として残されている。

第 10時限で用意するものは，次の通りである。

V 

・プリント 15

.クリスタノレアルペンホルンの写真

・ビデオ「これぞ管楽器だ『吹奏楽編.iJ

No，lS" 

ぃ~'I)...，.;r? 帯主主!S:，:>叫少..句叩1'""11.昆がO<?

品単"菅4益誘a匝噌ドゥιー
町乱

首重住T::.，.{:み耐を町 執る【率的，<ふる小町三，')~3~31:. ，

冒険 φ院事~， '"るt坤 ιzふ....'"る仇r ヒい主主乞比廿時.

， t~ と剖刊守るザツすは 3占ツcl\ 9.i't..'G..

の阜き:I:..， ::I~ 3削する

@ ロ11"るをふる柄せる

@ υードZふ3わ也る

これら 3;;華鏡吋は宇r:flilI .. 1)D" ck.，~'. 01'毒事自の

"l:'~d;.泊.~"O.事.

すd訟をほ，'".法事畠Ol，'唖菅保守告吋 5給金持f&，た
CT';;ta雇主命令itL"'5

この授業プランは，以下の点において検討されるべき課題を持っている。

(1) アキカンフノレートは合奏までもっていけるが，他の手づくりは楽器は，各自で吹いてみる

だけになる場合が多い。アキカンフルートに音程をつけるための穴を開ける等の工夫をし，

よりリコーダーに近い楽器を作って演奏する，鑑賞教材を増やす等も一考である。

(2) 本プランは， 1からも明らかなように，作る活動を中心に演奏や鑑賞をおりまぜ、て管楽器

の仕組みを理解し，管楽器をより身近なものにすること，またその演奏ので、きあがる過程か

ら鑑賞にアプローチしていくことなどを主にねらって展開している。したがって，楽器を扱っ

ているものの，その音色にはあまり注意を払っていなし、。それに関しては，別のプランが必

要である。

(3) 授業は，生徒には概ね好評であった。授業後の感想によると，面白くなかったと完全に否

定する生徒はし、なし、。が，中には，アルペンホルン作りの時聞が長い，説明が分かりにくい

等の意見がみられた。またビデオ教材については，IVで、述べたようにiTHISIS TROMBONEJ 
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おし令べり力ラスのコーナー
数で見ると.さとうきび援が31人で.小古な木の実派13人を圧倒しとった.理由陪
さとう派は.主に歌詞の良さを.木の実派は.歌いやすさをあげた人が多いようじ令

アルペンホルンは.どういう評判だろうb ・.
大きい方の曲がっているところがー番苦労した.おもしろかった.少しいそいで作った
のでぐち令ぐちゃになったから.もう一度作りたい.くす目君が作るのに活毘した.
〈さりげなく友達をほめとるところなんぞ，見上げたもんじ令の.カラス〉
紙をまくとき.ポンドがたくさんついた{特に均一プのところ).ああいう大宮なもの
を何回もかけて仕上げねてよかった.
なにしろ71レペンホルンは重いから.かたやこしが街くなった.はじめはきれいにでき
るかなと思ったけど.あとになってくずれてきたのがとても残念だった.
あんまり急いでアルペンホルンを回していたので.手がピbピカになった.
〈本当に.巻いたり.ぬったり.回したりと.ごくろうじ争ったの.JJラス〉
ただふさ口があるだけでよくいろんな資がでるんだなア 〈うんだなア・・カラス〉
最後までいきっかなかったのと.4.5.61Aの方がよくできていたのがくやしい.で
もおもしろかった.
〈まだ時間はある.震後までやってみないか? カラス〉
カーブの所でくずれたり.穴があいたりしてとても苦労しました.とてもきしかったけ
ど.みんなと楽しく2.51くらいもある笛をつくれてとてもよかったと思います.
おし令ぺり力ラスのコーナー
みんな力ーアのところに苦労したようじゃの.最初は.こん主主もの作ってどうする
んだという意見が多くて.山中先生も絡んでいたようじφが.終わってみるとおもし
ろかったという人が多くて.よかったの.ここでは.作ってどうするというより.ま
ず，麻ひもと径とポンドだけで.とんな大きな策窪を作るということを体醸するだけ
でもすごいんじゃないかの.こんなに皆で也力してでっかい楽器を作るなんて.学校
を卒業したら.あまり味わえないことじゃろうて.わしも力ラスじゃなかった6のう

高知大教育・附属中1年音楽ミニコミ紙 「おんおんJ創刊号 1986年12月16日 不定期刊

JE行おんおん社
No.1 創刊号非売品
文責山中文
助手 おしゃべり力ラス去んあ‘

金賞受fタみのb本1(，シ幼f*~!
いやあ.二学期は. 10の愚高のまとまりを見せた学期でした抱.ある時はポンドだら
付に.またある時は歌漬防に.おまけにラーメンだの.ゅうれいだの大変でしたね. (与
なみに.記者の夕飯は.長崎ラーメンでした.とんこつスープがうまい!!)
でも.それが結果的に全部いい万に向かっていきました抱，すてきなことです.山下先
生や.教生の先生の強力なパッヲがあったことも.もちろん忘れてはならないでしょう.
音楽担当の山中先生は.記者のイン空ビューに答えて.こう話していました.
「ねあい.ゃったあという感じです.この仕上げにもっていく 10のすごさは.こちら
の指導以上のものです.いやがられなげり令，全員に頬ずりしたいくらいの気符ちです.
願わくは.このエネルギーが1Cにも伝染するといいなあ.ちょっと.元気がないんです
よ.今. 10のみなさん.よいa智をお扇いします.J 
最後.お煩い舗になってしまった山中先生でありましたが.この先生はまたちょっと変
わった先生ですね.神出鬼没{患味がわからない人は.辞書をひきたまえ)というか.期
末鼠設では.答案の中にまで費場してしまいました.あっけらかんとしてますが.慢は心
配症とみえ.侵案の前の臼は.あれこれ内容を考えたり.プリントをすったり.それでも
どうなるかと頭をひ抱り.という異合でぜんぜん眠れないのだそうです.文化祭の前の日
は.おりの中の熊のようだったとか.来年は.30稜になるとか.いたわってあげよう!? 
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合実FJ$.テぇ卜あ・4フa*
とpころで.期末試のできは.いかがでしたか.音楽に躍って

"(~';t l;r.一学問ょっも「説明しなさ~~Jという間いに対する Irおんおん社Jまで.
量;{./)品Uっかりしてきたようです. rおんおん社jでは.認 l
上.18日に返却する予定です.本号では.その期末試駿の| ご連絡.お間合わせ

特集を笥みました.以下.録者のみなさんの答えと.それのコ|は・4トー75曲全日
メントを載せます. (コメン卜担当:おしバりカラス I..~官



注および引用文献

1) 八木正一「手作り楽器の紹介J(教育方法学研究集会発表。 1986年〕

2) 繁下の『音と楽器をつくる』を参考にして，次のようなプランも作成されている。芳賀雅己「がつきのお

はなしJ(愛知教育大学1983年度卒業論文)末松春美・西村寿雄「吹いてならす 高い音・低い音J(r楽
しい授業JNO.34 仮説社pp.32-40) 

3) 繁下和雄 f音と楽器をつくるJ(大月書庖)p.10参照。

4) 安藤由典 f楽器の音響学J(音楽之友社)pp.66-67参照。

5) rおいしい授業」というタイトル名は，吉田孝氏の発案である。
6) rアキカンフルートのおばけ」は，繁下のアキカンフルートを参考にして，筆者らが考案したものである。
7) たとえば， r教芸[中学生の音楽]鑑賞レコード」に，録音されている (EO-7137)。また，同レコードに
ケーナ等の演奏も収録されている。

8) 木の皮を巻くとしみ方法もある。黒沢隆朝『楽器の歴史J(音楽之友社)p. 63参照。

9) たとえば，次のさし絵などを利用する。

前掲『楽器の歴史Jp. 62.繁下和雄『楽器のおはなしJp. 81 

10) 前掲『音と楽器をつくるJp. 55 

-プラン中の手づくり楽器，図等については，次の文献を参考にした。

アキカンフノレート 繁下和雄『楽器のおはなしj音楽之友社pp.85-86 

プリント 5の図 向上

プリント 9の神話 野沢隆朝『楽器の歴史Jpp.64-66 

プリント 10の図 前掲『楽器のおはなしJp. 69 

繁下和雄『音と楽器をつくるj大月書庖p.15 

アノレベンホノレン 前掲『音と楽器をつくるJpp. 53-56.なお，rアノレベンホノレンの作り方」プリントは，こ

のベージの説明を参考に，作り方をまとめたものである。

プリント11 まんが音楽史1J音楽之友社p.10 

プリント 12 前掲『楽器のおはなしJp. 77 

『学習音楽百科1J p. 76 

ホーストランベット 前掲『楽器のおはなしJpp.78-79 
ストロー笛 前掲『音と楽器をつくるjpp. 11-12なお，ストローオーボエとして，ベノレをつけるの

は，八木正一民(埼玉大学教育学部〉の御教示による。

プリント 15の絵 高知新聞夕刊 (1986年10月25日付け)

プリントのさし絵 プリント全体に登場するおしゃべりカラス等のさし絵等は，前掲『まんが音楽史11を

参考にした。

上記以外の参考文献

金光威和雄『楽器学入門=オーケストラの楽器たち=J音楽之友社

アンソエー・ベインズ箸，奥田恵ニ訳『木管楽器とその歴史j音楽之友社

アーサー・ H・ベナード著，小暮陽三訳『音と楽器』河出書房

アレタサンダー・ウッド著， J.M.パウシャー改訂，石井信生訳『音楽の物理学j音楽之友社
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